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令和4年度は、コロナウイルス感染予防を講じながら、地域活動を徐々に再開いたしました。区内でも
区民祭をはじめとした地域交流のための大規模なイベントが開催されるなど、コロナ禍において希薄化
した地域住民や団体同士のつながりを再構築するための様々な企画が実施されました。
令和5年度は、「地域のつながり役」として、社協の役割と使命を改めて認識し、より一層地域に寄り添っ
た事業の実施に尽力することを目標に、次の4項目を重点事業として、取り組んでまいります。

宮前ボランティア活動振興センターでは、今後も皆さんが受講してみたいと思っていただけるような宮前ボランティア活動振興センターでは、今後も皆さんが受講してみたいと思っていただけるような
魅力ある講座等を企画していきたいと考えております。魅力ある講座等を企画していきたいと考えております。

宮前区社会福祉協議会　令和 5 年度事業計画宮前区社会福祉協議会　令和 5 年度事業計画ボランティア活動振興センター研修等のご報告

Zoom の使い方研修Zoom の使い方研修

ボッチャ体験教室ボッチャ体験教室

参加者の感想

参加者の感想

● �とてもわかりやすい説明でした。
● �「Zoomを使ってみよう」という、少なから

ず自信がつきました。
● 第２弾もぜひ企画してください。

● �何よりも楽しいです。こんなに楽しい
スポーツだとは思いませんでした。

● �特別難しくないことがわかりました。
これならお年寄りや子どもでも楽しめ
ると思います。

地域福祉活動拠点の調査および開拓

相談機能の強化・充実

区社会福祉協議会のPR活動の強化

ICT技術を活用した事業の実施

　カフェ連絡会における連携体制を生かしたさらな
る拠点づくりの調査・開拓を行う。
　既存の施設などの地域福祉
活動拠点について、地域住民
が利用しやすい環境整備を図る。

　音訳ボランティアグループ「みやまえエコー」代表の西尾有紀氏を講師に迎え、Zoomの基本的な操
作方法等を主とした研修を開催しました。
　今回は会場を３ヶ所に分けて開催し、計28名の方が受講されました。
　　 第１回 ：令和５年２月９日（木）野川老人いこいの家
　　 第２回 ：令和５年２月22日（水）福祉パルみやまえ
　　 第３回 ：令和５年３月８日（水）向丘出張所

　障がい者福祉施設「れいんぼう川崎」の職員を講師に迎え、ボッチャ体験教室を開催しました。
　今回は全２回シリーズとし、２日間にわたり楽しみながら学べる内容を心がけました。
　　 １日目 ：令和５年２月13日（月）宮前市民館
　　 ２日目 ：令和５年２月27日（月）宮前市民館

☆�今回は特別に復習会（令和５年３月15日実施）を設け、できるだけ受講した方全員がきちん
と理解できるようにしました。

　高齢・障がい、社会的マイノリティの方など、分
野や対象を問わず、多様かつ複雑な福祉相談に対し、
ワンストップで対応ができるよう、相談機能の強化・
充実を図る。

　ホームページの見直しを行
い、地域住民が必要な情報を
容易に取得できるよう、利用
しやすい情報提供を目指す。

　多くの方が円滑にインターネット
を利用できるよう、通信環境の整備
を進める。
　オンラインと対面形式を併用した
研修や講座の開催など、住民がより参加しやすくな
るよう、積極的なオンラインの活用方法を図る。

●カフェ連絡会の定期的な開催および
　情報交換や新規拠点の開拓
●老人いこいの家の各種講座の積極的開催と
　多世代交流の実施

●専門機関との連携体制の強化、
　定期的な情報交換、職務内容の相互理解
●職員の研修や講座への参加

●ホームページのリニューアル、地域情報の積極的な発信
●川崎市社会福祉協議会における公式LINEアカウントの
　活用等、幅広い世代への効果的な情報発信手段の検討

●オンラインと対面を併用した研修・講座の開催を目指し、
　Zoom等のツールの使い方について、ボランティア団体
　と連携し、研修を実施
●福祉パルや老人いこいの家における通信環境の向上・整備

具体的な取り組み

具体的な取り組み

具体的な取り組み

具体的な取り組み
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電話（856－5500）で事前に予約。貸出開始日当日に
窓口に来所し、申込用紙を記入いただき、貸し出しを行います。
返却時も窓口に持参していただきます。

令和４年度 実績額　3,620,000円
令和４年度賛助会費実績報告および令和５年度賛助会費へのご協力のお願い

ホームページから申込みいただけます。
※日程等の詳細については　「川崎市社会福祉協議会」ホームページでご確認ください。

　夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学習は、社会福祉施設や地域でのさまざまな人との交流や体験　夏休み福祉・チャレンジボランティア体験学習は、社会福祉施設や地域でのさまざまな人との交流や体験
をとおして、社会的視野を広く養うとともに、福祉活動に対する実践力を高めることを目的に実施します。をとおして、社会的視野を広く養うとともに、福祉活動に対する実践力を高めることを目的に実施します。

まとめの会

ボランティア体験

オリエンテーション

STEP 3

STEP 2

STEP 1

�ボッチャを通してボランティア体験！
（内容）�障がい者施設を訪問し、ボッチャを通して利用者の方と交流を行い、ボランティ

ア体験を行います。
4

�視覚障がい者との接し方！声掛け誘導体験
（内容）�視覚障がい者の方と実際にまちを散策して、みんなが安心して歩けるまちづく

りについて考えます。また視覚障がいの方への声掛け方法や誘導の仕方を学び
ます。

1

�福祉の目でまちを点検！車いす介助体験 【福祉マップ作り】
（内容）�車いすをご利用されている肢体不自由な方と実際にまちを散策し、車いすの操

作方法や介助の仕方を学びながら、車いすでも安心して過ごせるまちか確認を
行います。点検後は気づいた点をもとに「福祉マップ」を作成します。

2

Let's　enjyoy公園清掃！きれいな公園を私たちで
（内容）�みんなの公園を自分たちの手できれいにする活動を通して、地域の方と触れ合い、

また参加者同士の連帯感や充実感、まちの美化への関心が持てるようになります。
3

ご賛同いただき集まった賛助会費は、区内 ７ 地区社協が実施する各事業の重要な財源として、お住まいの地域に還
元されます。
宮前区社会福祉協議会では、令和 ５ 年度も地域における支え合いの活動を積極的に進めていくため、社協における
地域福祉活動を資金面から支えてくださる賛助会員を募集いたします。
より多くの皆様にその趣旨をご理解いただき、ご支援ご協力をくださいますようよろしくお願い申し上げます。
 賛助会費　 1 口：1,000 円～（複数口可）
 加入方法　�　地域の賛助会員募集協力員（ 7 地区社協の町会自治会役員、民生委員等）が訪問し、加入手続きの上、賛

助会費をお預かりしています。
　　　　　 �  また、本会（福祉パルみやまえ）の窓口でも受付けています。詳細は本会（044-856-5500）までお問い合

わせください。

令和5年度の各種事業の実施に向け、宮前区社会福祉協議会では次のような予算を基に適切な予算執
行と事業展開に努めてまいります。

宮前区社会福祉協議会では、様々な事業のうちの一つとして、ケガや病気により一時的に歩行が難しくなるなど、移
動する際に支援が必要な方に対して、車椅子の貸出を行っています。
昨今のコロナ禍においては、ワクチン接種等で一時的に使用される方などに向け、川崎市社協とも連携を図りながら、
事業の周知や広報を行ってまいりました。
令和4年度は、老朽化がみられた車椅子を買い替えるとともに、要望の多かった「子ども用車椅子」を新たに購入する
など、今後も幅広いニーズに応えていくことができるように体制整備をしました。

宮前区社会福祉協議会　令和 5 年度予算宮前区社会福祉協議会　令和 5 年度予算

宮前区支部
運営事業 
54,640

宮前区支部
運営事業 
54,640収入金額合計

109,058

収入

会費
4,277

支出
109,058

支出金額合計

調査研究企画広報事業 
6227

調査研究企画広報事業 
6227

ボランティア活動
振興事業 
4,378

ボランティア活動
振興事業 
4,378

市補助金収入 
34,474

市補助金収入 
34,474

市社協繰越金 
25,307

市社協繰越金 
25,307

前期末支
払資金残高 
39,473

前期末支
払資金残高 
39,473

その他 90その他 90
寄附金 600寄附金 600

共同募金配分金
1,500

共同募金配分金
1,500

受託金収入 2,667受託金収入 2,667
参加費・利用料 620参加費・利用料 620

受託運営事業 
530

受託運営事業 
530

生活支援事業 
920

生活支援事業 
920

いこいの家指定管理事業 
6,879

いこいの家指定管理事業 
6,879

助成事業 
5,825
助成事業 
5,825

地域福祉
活動事業 
6,047

地域福祉
活動事業 
6,047

募金配分金事業 
18,766

募金配分金事業 
18,766

在宅福祉活動事業 
4,850

在宅福祉活動事業 
4,850

［単位：千円］

宮前区社会福祉協議会 ～車椅子貸出事業の紹介～宮前区社会福祉協議会 ～車椅子貸出事業の紹介～

◎ 令和５年８月１９日（土）

◎ 令和5年7月22日（土）または23日（日）

◎ 令和5年7月26日（水）

◎ 令和5年7月28日（金）

◎ 令和5年8月1日（火）

◎ 令和5年8月4日（金）

【宮前区のプログラム】

～最後はみんなで体験したことを振り返ろう～

～さぁ、選んだプログラムを体験しに行こう～

～体験に入る前にまずは「ボランティア」や「福祉」について知ろう〜
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夏休み夏休みににボランティアボランティアををしてみよう！してみよう！
チャレンジボランティアチャレンジボランティア20232023

申込方法

1ヶ月まで　※やむを得ない理由がある場合には、2か月まで延長可（要相談）貸出期間

無　料料　　金

事業概要

種　　類

参加申込

①自走式
乗車されているご自身も移動可
能なタイプ

②介助式
移動にあたり、介助者が必ず必
要なタイプ

③子ども用
（おおむね12歳まで対象）

前座高：43㎝／座面幅：42㎝／重量：
12.5㎏

前座高：43㎝／座面幅：42㎝／後輪：
16インチ／重量：11㎏

前座高：40㎝／座面幅：30
㎝／重量：12.8㎏


